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l⼀次利⽤
特定個⼈の個票データを本⼈へのサービスに利⽤
uAIを実運⽤して⼗分⼤きな価値を⽣むには、パーソ

ナルデータを本⼈同意に基づいて容易に⼀次利⽤で
きる(＊)必要あり

l⼆次利⽤
不特定多数の個⼈のデータを社会のために利⽤
u(＊)ならば、パーソナルデータを同じく本⼈同意に

基づいて収集し⼆次利⽤するのも容易

パーソナルデータの利⽤
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複数主体(個⼈や法⼈)が社会的相互作⽤(サービ
ス)に参加する(データ共有を含む)条件の摺り合
わせ
lマッチングをサービスの現場(エッジ)に委ねる
⽅が集中管理するよりはるかに効率的
u特に現場での⽬前の相⼿とのマッチング

マッチング(Matchmaking)
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l VRM: vendor relationship management
l ⽬前の特定の相⼿とのマッチングではなく、不特定多数の相⼿とのマッチング
l 各個⼈のアプリがいくつかのインデクスファイル(各1MB程度以下)を共有ストレージ

から個⼈端末にダウンロードして詳細なパーソナルデータと商財情報をマッチングし
た結果に応じて商財へのリクエストを事業者に送る
u 専⽤サーバが不要なので安価
u マッチングの際にパーソナルデータを開⽰しないので安全

分散VRM

共有ストレージ

4

インデクスファイル インデクスファイルへ
の商材情報の書き込み

インデクスファ
イルの取得

インデクスファイル内の商材情報と
パーソナルデータとのマッチング

商財リクエスト 商財リクエスト
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l個⼈のニーズ(パーソナルデータの要約)に応じてインデ
クスファイルをダイナミックに⽣成し個⼈に提供

l個⼈の商材リクエストを事業者に取り次いで取引を仲介
uマッチングの結果のデータを蓄積

l市場のニーズ等の分析結果を事業者に販売

メディエータ: 集中VRM = 情報銀⾏?

メディエータ
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商材情報

インデクスファイル内の商材情報と詳
細なパーソナルデータとのマッチング

商材リクエスト
個
⼈

事
業
者

ニーズ

商材リクエスト

インデクスファイル



l多くのサービスの履歴のデータが利⽤可能な場
合は、AIの⽅が⼈間よりもマッチングの精度が
⾼い

l詳しいマッチングは各個⼈に属するAIエージェ
ントが担当
uマッチングの精度と効率
uプライバシ保護

マッチングの⾃動化と分散
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lモバイル決済
u購買、⼩遣い、割勘、

施し、他
l個⼈の信⽤スコア
u芝⿇信⽤
u⾏動記録や学歴・職歴

のデータに基づいて個
⼈を評価

u評価が⾼いといろいろ
有利

中国のスマートソサエティ
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l⼈間による計画経済は無理
lAIによる計画経済は可能?
uビッグデータ独裁

lしかし、個別サービスを国家が集中管理するの
は不可能なので、パーソナルデータの活⽤を本
⼈に委ねること(PDS)が必要

l共産党の恣意的な介⼊のないビッグデータ独裁
は理想的な資本主義?

デジタルレーニン主義
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